
　
　
「
私
は
四
・
四
鉛
。
で
も
ア
メ

リ
カ
人
の
平
均
は
九
・
七
診
。
日

本
人
は
四
・
Ｅ
訟
。
恥
ず
か
し
い

で
す
」

　
今
年
二
月
中
旬
。
高
松
市
で
開

か
れ
た
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー
で
、

講
師
の
ゲ
イ
ブ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

ク
レ
ス
（
二
五
）
は
う
つ
む
き
な
が
ら

話
し
た
。
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
国
際

協
力
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

え
ひ
め
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
松
山
市
）
の
ス
タ
ッ
フ
。
ア

メ
リ
カ
人
。
四
国
在
住
歴
四
年
。

　
参
加
者
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組

織
）
メ
ン
バ
ー
や
教
師
の
ほ
か
、
記

者
を
含
め
て
二
十
人
。
そ
れ
ぞ
れ
、

自
分
の
生
活
実
態
か
ら
は
じ
き
だ

さ
れ
た
数
字
を
手
に
、
苦
笑
す
る

し
か
な
か
っ
た
。
記
者
は
四
・
八

診
。
七
人
は
五
診
を
超
え
て
い
た
。

　
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ

ン
ト
と
呼
ば
れ
る
。

　
人
聞
か
地
球
の
自
然
を
踏
み
つ

け
た
跡
と
で
も
表
現
す
る
と
イ
メ

Ｉ
ジ
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
人
間
が
る
。

に
カ
ナ
ダ
で
開
発
さ
れ
た
。
輸
入

食
品
を
食
べ
る
割
合
や
ご
み
の

量
、
公
共
交
通
の
利
用
頻
度
な
ど

か
ら
自
分
の
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
を

測
定
す
る
ク
イ
ズ
が
、
環
境
団
体

な
ど
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
て
い

　
　
持
続
不
可
能

　
ゲ
イ
ブ
の
話
は
続
く
。

　
「
私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
支
援
す

る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
人
は
平
均

〇
・
六
訟
。
（
地
球
の
生
物
生

産
力
三
人
あ
た
ｍ
二
・
ハ
訟

と
比
較
す
る
と
）
地
球
○
・
Ｅ

個
分
の
暮
ら
し
で
す
」
。
会
場

の
空
気
が
少
し
重
く
な
っ
た
。

百
本
人
は
地
球
二
・
四
個
分
、
・
二
鉛
で
、
こ
れ
は
地
球
の
生

ア
メ
リ
カ
人
は
地
球
五
・
四
個
　
物
生
産
力
を
2
0
％
強
超
え
て
い

分
」
。
ゲ
イ
ブ
は
淡
々
と
説
明
　
る
。
つ
ま
り
、
地
球
環
境
と
人

す
る
が
、
記
者
の
頭
の
中
で
は
　
問
は
、
す
で
に
持
続
不
可
能
な

　
「
不
公
平
」
と
い
う
言
葉
が
回
関
係
に
あ
る
と
い
う
。

り
始
め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
問
わ
れ
て
い
る
の
は
教
育

　
セ
ミ
ナ
ー
で
紹
介
さ
れ
た
デ
　
の
質
」
と
、
小
栗
有
子
（
三
四
）
は

ー
タ
は
、
欧
州
環
境
機
関
（
Ｅ
　
指
摘
す
る
。
日
本
で
は
数
少
な

Ｅ
Ａ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
据
　
い
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

載
さ
れ
て
い
る
最
新
版
だ
。
世
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
の
専
門
家
。

界
の
一
人
あ
た
り
の
平
均
は
一
二竹内は、国際協力セミナーの参加者に

　「公平」という言葉の意味を問い掛け

た＝２月、高松市

Ｏ
Ｅ
年
か
ら
鹿
児
島
大
助
教
授

を
務
め
る
。

　
国
際
自
然
保
護
連
合
は
⊇
一

年
の
報
告
書
に
「
最
も
教
育
の

進
ん
で
い
る
国
が
…
今
日
最
も

深
刻
な
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
」

と
記
し
て
い
る
。
実
際
、
就
学

率
な
ど
か
ら
測
定
す
る
人
間
開

発
指
数
（
国
連
開
発
計
画
○
五

年
報
告
書
）
は
、
ア
メ
リ
カ
が

世
界
十
位
、
日
本
は
王
位
。

し
か
し
、
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は

い
ず
れ
も
地
球
環
境
の
悪
化
に

強
く
加
担
し
て
い
る
。

求
め
ら
れ
る
教
育
の
転
換

「
こ
れ
で
先
進
国
の
教
育
は
最

善
を
尽
く
し
て
い
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
か
」
と
小
栗
。
「
教
育
を
問

い
直
し
、
方
向
転
換
す
る
こ
と
が

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
」

　
　
人
間
理
解

　
一
つ
だ
け
の
み
か
ん
を
二
人
の
。

子
ど
も
に
手
渡
す
と
、
た
い
て
い

の
子
ど
も
が
半
分
こ
を
試
み
る
。

房
の
数
で
分
け
る
か
、
重
さ
で
分

け
る
か
、
悩
む
と
い
う
。

　
「
本
当
の
半
分
、
本
当
の
公
平

っ
て
何
で
し
ょ
う
」
。
ゲ
イ
ブ
に

続
き
、
講
師
に
立
っ
た
え
ひ
め
グ

ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
の

竹
内
よ
し
子
（
四
四
）
は
、
参
加
者
に

問
い
掛
け
た
。

　
本
当
の
公
平
を
身
に
付
け
、
国

際
的
視
野
に
立
ち
、
次
世
代
の
こ

と
を
考
え
な
が
ら
行
動
で
き
る
人

間
を
育
て
る
こ
と
。
竹
内
は
Ｅ
Ｓ

Ｄ
を
こ
う
語
る
。
そ
の
た
め
に
は

人
間
理
解
が
欠
か
せ
な
い
と
。

　
Ｕ
っ
か
り
話
し
合
っ
て
、
本

当
に
お
な
か
の
す
い
て
い
る
子
に

み
か
ん
を
譲
る
こ
と
が
本
当
の
公

平
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

｜　ご意見をお寄せください。〒700-8734、山陽新
｜聞｢国際貢献取材班｣。ファクス(086-245-5296)、

Iメール(kokUSai＠Sany0.0ni.COjp)。
⑩地域で動く○＠○
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